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      2020冬号    気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ        令和 2年 12月（1）   

未来につなげる「きょうと★Smile（スマイル）」メッセージ part2 
 

             「大切
た い せ つ

な人
ひ と

をココロから想
お も

う冬休
ふ ゆ や す

みに!!」 
  

           ～この文章
ぶんしょう

を書
か

くにあたって、自身
じ し ん

の学生
がくせい

時代
じ だ い

の記憶
き お く

を 蘇
よみがえ

らせることにしました。～ 

 

僕
ぼ く

の学生
が く せ い

時代
じ  だ い

は、とにかく中学
ち ゅ う が く

・高校
こ う こ う

と野球
や  き ゅ う

漬
づ

けでした。 

中学生
ち ゅ う が く せ い

の時
と き

は、少年
し ょ う ね ん

野球
や き ゅ う

、高校生
こ う こ う せ い

の時
と き

は野球
や  き ゅ う

留学
り ゅ う が く

で九州
きゅうしゅう

は宮崎県
み や ざ き け ん

へ、 

毎日
ま い に ち

、泥
ど ろ

だらけになりながら白球
は っ き ゅ う

を追
お

う「野球
や  き ゅ う

三昧
ざ ん ま い

」の日々
ひ び

でした。 

もちろん、中学
ち ゅ う が く

時代
じ だ い

、冬
ふ ゆ

には学校
が っ こ う

で開
か い

催
さ い

されるスキー合宿
が っ し ゅ く

や、楽
た の

しそう 

なイベントには一度
い ち  ど

も参加
さ ん か

した記憶
き  お く

がありません。 

それこそ、日曜日
に ち  よ う  び

も祝日
し ゅ く じ つ

も「野球
や  き ゅ う

・野球
や  き ゅ う

・野球
や  き ゅ う

」。寝
ね

ても覚
さ

めても「野球
や  き ゅ う

・ 

野球
や  き ゅ う

・野球
や  き ゅ う

」の毎日
ま い に ち

です。  
「青春
せい しゅ ん

＝野球
や  き ゅ う

」    
我
わ れ

ながら、学生
が く せ い

時代
じ  だ い

の自分
じ  ぶ ん

の冬休
ふ ゆ や す

みがどれほど、楽
た の

しそうにないのかと 

泣
な

けてきた。 
 

僕
ぼ く

は、今
い ま

3人
に ん

の父親
ち ち お や

で、中学生
ち ゅ う が く せ い

と小学生
し ょ う が く せ い

の子供
こ  ど も

がいます。自分
じ  ぶ ん

が過
す

ごしていた頃
こ ろ

とは、随分
ず い ぶ ん

時代
じ  だ い

が変
か

わり、

親
お や

と子
こ

の関係
か ん け い

も変
か

わってきたかと思
お も

っています。変
か

わっていないことは、親
お や

は子供
こ  ど も

のことを愛
あ い

しているし

心配
し ん ぱ い

する。怒
お こ

ることもあるし、説教
せ っ き ょ う

もする。自分
じ  ぶ ん

が大
た い

したコトはない人間
に ん げ ん

だとわかっていても、それはそれな 

んだと親
お や

になって初
は じ

めて子供
こ  ど も

たちから教
お し

えてもらったと感
か ん

じています。  
今年
こ  と し

は、新型
し ん が た

コロナウィルス感染症
か ん せ ん し ょ う

の影響
え い き ょ う

で大人
お と な

も子供
こ  ど も

も、今
い ま

まで経験
け い け ん

したことのない時代
じ  だ い

を生
い

きなけ 

ればならなくなりました。仕事
し  ご と

に行
い

けなかったり、学校
が っ こ う

に行
い

けなかったり、当
あ

たり前
ま え

が当
あ

たり前
ま え

じゃない世
よ

の 

中
な か

、映画
え い が

の世界
せ  か い

かのような出来事
で  き  ご と

です。  
本当
ほ ん と う

に生
い

きるのが色々
い ろ い ろ

難
むずか

しい世
よ

の中
な か

になりましたが、楽
た の

しいこともそうでないことも、答
こ た

えはすぐに分
わ

かる 

ものでもないし、分
わ

かっても面白
お も し ろ

くない。今
い ま

は出
で

ない答
こ た

えでも、1年
ね ん

また 1年
ね ん

歳
と し

を重
か さ

ねるごとに答
こ た

え合
あ

わせが 

始
は じ

まるように感
か ん

じます。  
今
い ま

は、上手
う ま

く出来
で き

ない部活
ぶ  か つ

も、すれ違
ち が

っている友達
と も だ ち

関係
か ん け い

も、本当
ほ ん と う

は大切
た い せ つ

だと知
し

っている両親
り ょ う し ん

との距離感
き ょ り か ん

も、 

いつか答
こ た

えが出
で

ればいい。そんな気持
き も

ちでいて欲
ほ

しいと、僕
ぼ く

は思
お も

います。 

この、冬休
ふ ゆ や す

みは大人
お と な

たちも子供
こ  ど も

たちも今
い ま

まで過
す

ごした事
こ と

のない冬休
ふ ゆ や す

みです。逢
あ

いたい人
ひ と

に逢
あ

えないとか、 

みんなで行
い

きたいところへ行
い

けなかったり、辛
つ ら

いかもしれない大変
た い へ ん

かもしれない、だからこそ大切
た い せ つ

な人
ひ と

を 

ココロから想
お も

い素直
す  な お

に生
い

きるような冬休
ふ ゆ や す

みになって欲
ほ

しいと思
お も

います。  
そう、僕

ぼ く

の泣
な

けてくる青春
せい しゅ ん

の冬休
ふ ゆ や す

みの思
お も

い出
で

も、今
い ま

となれば大切
た い せ つ

な時間
じ  か ん

だったように。 
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      2020冬号    いま一度、家庭を 毎月第 4土曜日は「家庭の日」     令和 2年 12月（2）   

～青少年育成市町村民会議会長からの一言メッセージ～ 
 -御提出いただきましたメッセージを掲載し、一部事務局で編集しています。-  

 

会員団体 

城陽市青少年健全育成市民会議 
会長 山口伊津男 

 

現在は、例年と同じような活動はでき

ていないが、その中で自分たちができる

ことは何なのかを考え、取り組むことが

大切ではないかと思う。城陽市の青少健

として、子ども達が笑顔になれる事業を

できる範囲で実施していこうと役員の

方々と協議しています。 

宇治市青少年健全育成協議会 
会長 嶌  繁行  

コロナ禍の中で、3 月以降の行事は総

会も含めて、ほとんど出来ていません。

10 名程度の役員会は数回実施しました

が、それ以外の会議も出来ていません。

令和 3 年 1 月、2 月の行事も中止し書

面での実施予定です。各地域青少協や参

画団体も同じ様な状況です。早く、コロ

ナが終息するのを期待するしかありませ

ん。 

宮津市青少年問題協議会 
 会長 山本 雅弘   

青少年の健全育成には、家庭や地域

社会で親や子ども、地域の大人とのかか

わりや、生活・文化、社会、自然など豊か

な体験が欠かせないと思われますが、新

型コロナウイルス感染拡大を防止するた

めに制約がなされ、成長への影響を危

惧しています。多くの人と自由にふれあ

うことのできる日が早く来ることを願っ

ています。 

向日市青少年健全育成連絡協議会 
会長 安田 久一   

今年度は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から、各種会議の書面審

議への変更や啓発活動の中止など、思う

ような協議会運営が行えない状況とな

っています。 

 ３月にも大きな事業を予定しているた

め、感染症発生状況を注視しています。 

一日も早く、新型コロナウイルス感染症

が収束することを願っています。 

亀岡市青少年育成地域活動協議会 
 会長 八木 辰夫  

亀岡市青少協活動においては、with

コロナの取組みや終息後を見据えた取

組みなど今だからこそできることを模

索しています。 

 コロナ禍においては様々な社会活動

が変わり、人との交流が減る状況の中、

青少年の健全育成への影響も心配され

ます。今後も地域全体の青少年の健や

かな成長を見守る目をゆるめず、今で

きることを進めて参ります。 
 

京田辺市青少年問題連絡協議会 
会長 田中正和   

子どもたちのストレスや孤立化、地域

との繋がりの希薄化、自己肯定感の低下

など、子どもたちを取り巻く環境は、近

年多岐に渡って問題を抱えております

が、コロナ渦によりそれらがさらに加速

していくことを懸念しています。これま

での地道な活動も停滞しており、我々も

大きく変わるべき時期にきているのか

もしれません。 

南丹市青少年育成協会 
 会長 岡島 賢峰   

今年度は理事会等の会議は全て書面

決議となり、事業も感染予防対策を行い

実施しています。 

今、子どもも大人も辛い時代です。

「辛」は「立」に「十」と書き、十回立ったら

辛いとなります。 

しかし、「辛」は一本線を加えると「幸」に

なります。辛い時だからこそ、大人が一

歩踏み出す姿を子どもたちに示す時だ

と思います。 
 

長岡京市青少年健全育成推進協議会 
会長 波多野 恭子  

今年度は、新型コロナ感染拡大防止の

ために各事業が中止となり、各校区団体

ともどのように事業を行うか困っていま

す。１日も早く、青少年を含め地域に期

待される共助・互助の意識向上を目指

し、地域のコミュニティの活性化を進め

るため各地域コミュニティ協議会に参加

し、青少年の意識向上に向け動き出した

いものです。 

大山崎町青少年健全育成協議会 
会長 江下 伝明   

コロナによってつらい状況が続きます

が、人と人とのつながりや温かさを思い

出して、みんなで乗り越えたいと思いま

す。ともに頑張りましょう。 

八幡市青少年育成補導委員会 
 会長 山本  均   

全国的に多くの行事の中止や延期が

相次ぐ中、八幡市青少年育成補導委員

会においても、例年開催しているサマー

キャンプやドッジボール大会についても

残念ながら中止とさせていただきまし

た。 

 社会情勢が激変する中、子ども達に掛

かる負担は計り知れません。どう寄り添

っていくか改めて考える必要があると痛

感しております。 
 

京丹後市青少年健全育成会 
 会長 吉岡 喜代和 

子どもたちをとりまく社会環境も

様々な影響を受け、人間関係の希薄化

が心配されるところですが、現状ででき

る感染症対策を、十分に準備をしたうえ

で活動を継続し、子ども達を地域で見守

る取り組みを途切れないようにしてま

いりたいです。 

 久御山町青少年健全育成協議会 
会長 西村   裕   

本来の活動で交流し、子どもたちの受けた不自由な生活を励ませたらと思いま

すが、やむなく例年の行事が中止となり、何とも不甲斐なく感じます。幸いにして3

つの校区青少協では、それぞれ体験活動が行われ、例年通りの参加人数で盛況で

ありました。校区での見守り活動も休むことなく行われ心強いところです。 

 

舞鶴子ども育成支援協会 
会長 池内紀代子  

新型コロナウィルス感染拡大予防の

ため、令和２年度総会は、書面議決で全

委員の皆様から承認をいただき事業開

始の運びでありましたが、「少年の主張

大会」を始め、多くの参加をいただく事

業は、あらためて臨時総会を開催（書面

議決）し協議の結果中止を決定したとこ

ろです。 

今後、子どもたちにどのような活動をし

て元気づけることができるのか「不安と

責任」がつきまとい、良い案が思い浮か

ばず、これからの活動に影響するのでは

ないかと案じています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      2020冬号    大人が変われば子どもも変わる運動               令和 2年 12月（3）   
宇治田原町青少年対策協議会 

会長 細谷 林造 
 

―子どもたちへー 

新型コロナウイルス感染症拡大とい

う不測の事態に直面し、学校の行事、各

種大会の開催が中止となり、例年にな

い１年間となりました。ましてや最高学

年のみなさんにとっては、「まさかこん

なことになるなんて。」「どうして自分達

がこんな目にあわないといけないの

か。」と何度も嘆かれたことだと思いま

す。しかし、「今、二度とない、この時を

大切にしてほしい。」「こんな状況の中、

今の自分にできることは何かを考えて

ほしい。」と、願います。現状を悲観して

過ごすのではなく、前を向いてポジティ

ブに「今できることをやろう」という姿

勢で過ごしてほしいです。  

和束町青少年育成委員会 
会長 村城 信隆    

今年は、新型コロナウイルスの影響で

事業が中止になるなど、例年どおりとは

いかない状況となっております。そんな

コロナ渦の中でも、むやみに全ての事業

を中止するのではなく、必要な事業を精

査し、感染防止策をとりながら実施でき

る事業はないか考えながら、今後の事

業を実施していきたいと思います。 

 

井手町青少年を育てる会 
会長 西田 和正   

今般、様々な感染症対策が求めら

れ、しばらくは様々な制約を余儀なく

されると思われますが、一日も早く元

に戻れることを願っています。 

今後、本会の事業等にも相当な困難

をきたすと思われますが、子ども達が

安心で安全な環境で健やかに成長で

きますよう、当面は地域の見守り活動

等を進めていきたいと考えておりま

す。 

精華町青少年健全育成協議会 
会長 喜多 俊夫  

今年は、コロナ禍の中で青少年の健

全な心身の成長に不可欠なスポーツ

や学びの機会が失われています。人や

自然との繋がりを改めて必要だと感

じる年となりました。こんな状況だか

らこそ今必要なこと、今できる活動を

大切にしています。 

今後、例年通りの活動を通じ地域との

ふれあいを感じられる日が来る事を

心から願っています。 
 

青少年（育成）団体   一 言 メ ッ セ ー ジ ～今の現状・今後の活動等～ 

-御提出いただきましたメッセージを掲載し、一部事務局で編集しています。- 

京都府保護司会連合会 

会長 桑村 信慶  
非常事態宣言時には対象者や身元引

受人の方々と直接面接ができなく、メー

ルや手紙での対応となり、面接の大切さ

を改めて感じました。 

 

日本ボーイスカウト京都連盟 

理事長 西村 伸次 

昨今、私たちの教場である野外での活動がままならない現状にあります。こ

のコロナ禍が私たちにとって、まさに今後の運動、活動の在り方を大きく変え

ようとしています。特に指導者にとっては、頭の切り替え、柔軟性、変化が求め

られています。現代は、インターネットをはじめ SNS 等が社会化している世の

中であり、如何にこれらを駆使して、協調し協同するのか。現に子供たちは、今

やこれらを活用して指導者の支援の下、今まで以上に日本国内はもちろんのこ

と、さらに広く世界とつながりを持ち、絆を築き友情を育んでいます。変えては

ならないこと、変えなければならないこと、変えなくてもよいこと。従来のしが

らみにとらわれることなく、新しいことに挑戦し開発していくことが大事かと思

います。若い指導者には大いに期待したい。 
 

一般社団法人 
ガールスカウト京都府連盟 

連盟長 八田 順子 
 
春から夏にかけて集まっての活動が

全くできませんでした。キャンプもすべ

て中止に致しました。色々工夫し、オンラ

インでの活動も行っております。 

9 月頃からは、マスク・消毒、三密を避

けて、状況をみながら集会をしておりま

す。安心安全を第一に考え、時には中止

する勇気を持ちながら活動していきた

いと思います。 
 

京都府更生保護女性連盟 

会長 齋藤 常子 
 

生きづらさを抱えた人が、コロナ感染

拡大によって増えてきています。従来か

ら私たちが支援活動を重ねている犯罪

や非行をした人たち、虐待、いじめで家

庭や学校に居場所をなくした子どもた

ちに、支援が行き渡るよう、地域の中で

呼びかけていきたい。 

京都府レクリエーション協会 

会長 草川 健治 
 

「新しい生活様式」の中で、レクリエー

ションの意義を改めて考え、支援の方法

を模索する日々が続いています。京都

府レクリエーション協会は、こんな今だ

からこそレクリエーションの力を信じ、

様々なアイディアとチャレンジで“心と

体の元気づくり”を支援します。レクリエ

ーションによって笑顔の輪が広がります

ように。 

 

笠置町青少年育成委員会 
 会長 山本 幸男   

今年は、子どもたちにたくさんの体験
や思い出作りの場を準備してあげるこ
とが困難な年でした。中止になってしま
った事業もあります。 

しかし今後はコロナ禍においても適切
な感染対策を行い、子どもたちが不安
を感じることなく健やかに成長できる
場を提供できるように、取り組んで行き
たいと考えております。 

京丹波町青少年育成協会 
 会長 太田   昇   

コロナ禍で例年開催しております、子
育て講演会やクリスマス映画会を中止
にいたしましたが、子どもたちの登下校
の見守りやあいさつ運動、町ケーブルテ
レビを活用した青少年の健全育成に係
る広報活動など、できることから実施し
ていきます。 

与謝野町青少年育成会 
会長 山添 藤真  

コロナの為、多くの活動が安易に中止
に走る傾向があります。感染防止対策に
よる安全と信頼の確保、不安の払拭に
最大の努力を払いながら、事業の大胆
な内容見直し等、活動の灯は絶やさず、
今実施可能な活動内容を模索すべきで
す。加えて、学校や地域全体と連携し、
子どもをコロナ差別から守る取組も必
要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～青少年育成市町村民会議の現状・活動報告＆事業案内～ 

 

 

●1 月 24 日の宇治市青少年健全育成推進大会は、当会発行物（青少協だより）にて紙上開催・発表で行います。 

宇治市青少年健全育成協議会 宇治市宇治琵琶 33 宇治市役所 6階 宇治市教育委員会教育支援課家庭地域支援係内 TEL0774-20-8766 

 

 
●コロナ禍の中、開催できるかどうか危ぶまれましたが、観客数を制限するなどして「中学生の主張大会」を開催し、９名の生徒が発表し
ました。（１１月７日（土）） 
 
●「宮津市青少年問題協議会研修会」を開催し、「青少年の社会的な自立と大人のかかわり」について学びました。（１１月１７日（火）） 
 

宮津市青少年問題協議会 宮津市柳縄手 345-1 宮津市教育委員会事務局社会教育課内 TEL 0772-45-1642 

 
 
 
●令和 2 年度委員総会（書面決議）（5 月 18 日（月）） 
 
●統一日を中心に各町の実情に応じ、市内一斉環境美化活動を実施（10 月２５日（日）） 
 
●理事会（10 月２６日（月）） 

5 月に開催する総会は書面実施となりましたが、10 月には亀岡市内各町理事 
（23 町青少協会長）にお集まりいただき、コロナ感染対策を講じながら理事会を 
開催させていただきました。コロナ禍での各町の青少協の取組みの工夫や取組み 
の困難さを互いに共有、共感しながら、様々な情報を得て、新たな思いでわが町に 
あった取り組みをすすめようと力がわく会議となりました。 

こんな時こそ力をあわせていく必要があると感じます。 
 
●青少年健全育成街頭啓発活動（亀岡駅周辺）（1 月 11 日（月・祝）） 実施予定 
 
●第３６回亀岡市青少年健全育成「市民集会」＆令和２年度「京都府青少年すこやかフォーラム」 開催予定 

（亀岡市役所・市民ホール）（２月７日（日）） 
 

●令和２年度亀岡市青少協だより編集委員会を経て、亀岡市青少協だより（令和３年春号）を発行予定（1 月 22 日（金）、2 月 25 日（木）） 

亀岡市青少年育成地域活動協議会 亀岡市安町野々神 8亀岡市健康福祉部子育て支援課内 TEL 0771-25-5027 

令和２年度 
亀岡市青少年健全育成地域活動協議会第１回理事会（10／26） 

 
 
●コロナ禍において「３密」にならない事業を検討した結果、新規事業として、 
【「＃ちゃったファミリー」の楽しいおうち時間】を実施します。 
 

★インスタグラム投稿を募集★-募集期間１２月 1 日～１月 31 日 

           詳しくは、募集要項・チラシを御覧ください。→ こちら 

舞鶴子ども育成支援協会 舞鶴市字北吸 1055-3舞鶴市子ども総合相談センター内 0773-66-2004 

     2020 冬号   明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年           令和 2年 12月（4）   

 

 
●共催である第 38 回「青少年の意見」発表会の運営に協力しました。 
 
●第 32 回オータムコンサートに後援し、運営に協力しました。 
 
●城陽市青少年健全育成市民会議全体の研修会を実施予定（１月 23 日（土）） 

城陽市青少年健全育成市民会議 城陽市寺田東ノ口 16番地、17番地  城陽市役所西庁舎城陽市教育委員会文化・スポーツ推進課内 TEL 0774-56-4059 

  

 

第 38 回「青少年の意見」発表会 発表会での消毒作業 

-御提出いただきました活動報告等を掲載し、一部事務局で編集しています。- 

★詳細は、各団体へお問い合わせください。 
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●かろうじて正副会長会議（当面の予定確認）を 9 月に実施したものの、各種会議や総会、街頭啓発活動、夜間パトロール、少年の主張

大会等はことごとく中止せざるを得ませんでした。但し、少年の主張大会は作文募集をし、「記録集」を発行することができました。 

 

井手町青少年を育てる会 綴喜郡井手町大字井手小字二本松 3-1 井手町教育委員会社会教育課内 TEL 0774-82-5700 

 

 
●今年度は、役員会や理事会を書面審議で行いました。 
 
●啓発活動や協議会として参加を予定していたイベントが中止となるなど、例年どおりの活動が出来ていませんでしたが、３月に予定し
ている「市民ふれあいコンサート」は、感染状況等を注視し、出演者等の皆様の安全を最優先に実施の可否や方法を検討しています。 
 

向日市青少年健全育成連絡協議会 向日市寺戸町中野 20 向日市教育委員会生涯学習課内 TEL 075-931-1111 

 

 
●当初の総会も書面審議で行いました。 
 
●町青少年の主張発表会（1 月 16 日（土））を人数制限や規模縮小で実施し、まとめ冊子を発行予定。 
 
●機関誌「らしんばん」を発行予定。 

久御山町青少年育成協議会 久世郡久御山町島田ミスノ 38番地 久御山町教育委員会社会教育課内 TEL 075-631-9980  

 

 
●カヌー体験教室 

実施日／9 月 12 日（土）久美浜湾  
参加者／20 名（対象:小学 4 年～6 年） 
 

●ランプシェード陶芸体験 
  実施日／10 月 17 日（土）  参加者／10 名（対象:小学全学年） 
 
●あいさつ運動（10 月 26 日（月）京丹後市立網野中学校前） 
 
●外国にルーツを持つ家庭支援サポーター養成講習会（11 月 12 日（木）） 
 
●子育て講演会（思春期を持つ親対象）（12 月 4 日（金）） 
 
●しめ縄作り体験（12 月 13 日（日）） 参加者／小学校低学年の親子 20 組 
 
●いじめ防止講演会（12 月 15 日（火）） 

京丹後市青少年健全育成会 京丹後市大宮町口大野 226 京丹後市教育委員会生涯学習課内 TEL 0772-69-0630 

あいさつ運動 

カヌー体験教室 

      2020冬号    青少年をあたたかく見守る地域社会づくり             令和 2年 12月（5）   

 
 
●南丹市あいさつ運動 

１１月の「子供・若者育成支援強調月間」に併せて、市内４小学校の校門で登校児童に声掛け運動を実施しました。 
それに先立ち、市内小学校６年生を対象にあいさつ標語を募集し、今年度は全１３０作品の中から入賞作品を啓発物（のぼり・ポケット

ティッシュ）に掲載しました。 
 

●南丹市オーサービジット事業（11/24 市内２小学校、12/5 一般市民向け） 

市図書館との共催で絵本作家の岡田よしたかさんをお招きし、「トーク＆読み聞かせライブ」を 
開催。 

南丹市青少年育成協会 南丹市園部町小桜町 47 南丹市教育委員会社会教育課内 TEL 0771-68-0057 

南丹市立園部第二小学校（11／10） 南丹市立胡麻郷小学校（11／24） 
（終演後のサイン会） 

あいさつ運動啓発標語 令和２年度入賞作品 

最優秀賞 

つなげよう みんなの心 あいさつで 

 

 
●１月たこ作り・たこあげ大会・・・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じ開催します。（予定） 
 

八幡市青少年育成補導委員会 八幡市八幡園内 75 八幡市教育委員会社会教育課内 TEL 075-983-1111 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●「町内小中学生主張大会」は、発表会なしの作文募集だけとしました。学校から推薦があった児童・生徒６名に表彰楯、図書カード、発
表者写真付き原稿（カラー印刷・ラミネート加工）を授与しました。町広報紙「町民の窓」12 月号にも原稿等を掲載し、現在、綴喜青少年
の主張大会記録集に掲載する各小中学校の１名の選考・選出を学校と連携して、青少年対策協議会役員と教育委員会で行っています。 
 

●夏の町内安全パトロールのみ、少人数に分かれて乗車することで５回実施できました。今後は３密を避け、できるところから活動を進
めていきたいと考えています。 

宇治田原町青少年対策協議会 綴喜郡宇治田原町立川坂口１８番地の１ 宇治田原町教育委員会 社会教育課内  TEL 0774-88-6613 

 
 
●町内小中学校・高等学校におけるあいさつ・声かけ運動（1 月又は 2 月に予定） 
 
●青少年健全育成に係る啓発物品の配布（1 月又は 2 月に予定） 
 

京丹波町青少年育成協会 船井郡京丹波町本庄ウエ 16番地 京丹波町和知支所 京丹波町教育委員会社会教育課内 TEL 0771-84-0028 

 
 
●コロナ禍では協議会全体での活動は難しいので、町内各支部（４７支部）単独での青少年健全育成活動に助成金を交付することで間
接的に支援を行っています。 
 
●夏季休暇中、３日間、健全育成パトロールを行いました。 
 

精華町青少年健全育成協議会 相楽郡精華町南稲八妻北尻 70精華町教育委員会生涯学習課内 TEL 0774-95-1907 

 
 
●「家庭の日、親子ふれあい交流事業 親子で遊んでティータイム」 （野田川フォレストパーク）（10 月 18 日（日）） 

【内容】小学生親子 22 組参加。コロナ対策を徹底し、3 密を避けた簡単なレクリエーションゲームとおやつタイム 
 

●「街頭啓発活動」（役場３庁舎前）（10 月 25 日（日）） 
育成会構成団体から代表 36 名参加。 
コロナ感染防止のためチラシ等の配布活動は「なし」。横断幕と幟（のぼり）による啓発。 

 
●「子ども発表会」（野田川わーくぱる）（12 月 6 日（日）） 

町内小中高校生 10 名による意見発表会。 
コロナ対策を徹底し、入場整理券制で実施。事後、「発表作文集」を関係者に配布。与謝野町ＫＹＴ有線放送で放映。 

与謝野町青少年育成会 与謝郡与謝野町字加悦 433与謝野町教育委員会社会教育課内 TEL 0772-43-9026 

      2020冬号    気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ          令和 2年 12月（6）   

 
 
●宇城久青少年健全育成連絡協議会として、令和 2 年 7 月 3 日（金）に京都府青少年育成協会会長あて 
に「緊急メッセージ」を発出し、9 月 4 日（金）に京都府知事及び京都府教育委員会教育長と懇談を行いま 
した。 

宇治・城陽・久御山青少年健全育成連絡協議会 久世郡久御山町島田ミスノ 38番地 久御山町教育委員会社会教育課内 TEL 075-631-9980 

 
 
●新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、１１月２１日（日） 
に第３６回目となる『和束町少年の主張大会』を無事開催することが 
出来ました。 
 
●毎年実施しています街頭啓発活動に代わり、今年度は和束保育園児 
及び保護者あてに、名入りのマスクケースを作成し、配布しました。 
 

和束町青少年育成委員会 相楽郡和束町大字中小字平田 23番地の 1相楽東部広域連合教育委員会 TEL 0774-78-4335 

「和束町青少年育成委員会」の名入りマスクケース 
第 36 回『和束町少年主張大会』 



  

団 体 名 内   容 

（一社）ガールスカウト京都府連盟 
京都市南区東九条下殿田町 70 京都テルサ東館３階 
TEL075-692-3460   FAX075-662-110 
メール gs-kyoto@crux.ocn.ne.jp 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■「世界を知ろう～私にできること～」（対象：小 4～中学生） 

〈開催日〉10 月 18 日（日）  〈会場〉ウイングス京都   
   10 月 11 日は「国際ガールズデー」です。世界には様々な問題があります。ポイントラ

リー形式を用いたり、海外で現地の方と交流した先輩方から話を聞いたりして、現状を
知り自分たちに出来ることを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

■「親子でアウトドア！」 （対象：年中～小 3） 

〈開催日〉10 月 25 日（日） 〈会場〉友愛の丘 
 

 アウトドアで体を動かし、お菓子作り・クラフト・モンキーロープで、コロナ禍でのストレ
ス発散をし楽しく遊びました。 
 

 

 

 

 

 

 
 

■「SDGｓってなんだろう？」（対象：年中～小 3） 

〈開催日〉11 月 15 日（日） 〈会場〉島津アリーナ京都   
   知っているようで知らない SDGｓですが、クイズやゲームをしながら、楽しんで SDGｓ

について学びました。 
 

 

 

 

 

 

 

■ガールスカウトフェスタ「スポーツフェスタにみんな集まれ！」 （対象：制限なし） 

〈開催日時〉2021 年 2 月 11 日（木祝）  
2 部制≪９:４５～１２:００≫≪１３:００～１５:１５≫ 

〈会場〉京都テルサ テルサホール 
     〈内容〉 

オリンピック開催地をまわろう 
（ポイントラリー形式で開催地のクイズ等） 

みんなで踊ろう 
競技にチャレンジ（ブラインドサッカー・ブラインドかけっこ 

・様々なボールでのパス回し等々） 
 

 

 

京都府保護司会連合会 
京都市上京区烏丸通今出川上ル岡松町 255 

 京都保護観察所内 
TEL 075-441-5141 

■「京都府保護司会連合会特別研修会」 
 
 新型コロナウィルス感染予防のため、ZOOM オンラインによる特別研修会にて開催しま
した。  
 〈開催日〉 11 月 5 日（木） 
 〈参加者〉 京都府内の保護司約 600 名 
 〈内容〉   講演  「思いやりで社会を変える」 

〜被害者も加害者も作らない社会を目指して〜 
           講師  山本 美也子氏（NPO 法人はぁとスペース代表理事）  

京都市内の特設スタジオからライブ配信し、府内 23 カ所にパブリックビューイング会場を設置、
会場参加者 345 名と個人で自宅参加者 178 名の参加申込総数５１８名の特別研修会となりまし
た。初めての試みでしたが、コロナ禍での三密を避けての工夫することが出来ました。また、府内の
保護司間のネットワークが広がり繋がり今後のネットワーク活用に期待しています。 

 

－青少年〈育成〉団体からの報告・案内－詳細は、各団体へお問い合わせください。  

      2020冬号     大人が変われば子どもも変わる運動          令和 2年 12月（7）   

チラシはこちらから 

特設スタジオ 

京丹後市パブリックビューイング会場 

-御提出いただきました報告等を掲載し、一部事務局で編集しています。- 

https://www.gs-kyoto.com/
gs-kyoto@crux.ocn.ne.jp
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
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京都府レクリエーション協会 
京都市南区東九条下殿田町 70 京都府ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ内 
TEL&FAX075-634-7584    
メール info@kyoto-rec.net 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■レクリエーション・インストラクター養成講習会 
 
「新しい生活様式」でのレクリエーションを勉強しています。 
 
〈開催日〉 9月27日、10月18日、11月8日、12月12日・13日、1月17日、2月7日 
〈会場〉京都市下京青少年活動センター、城陽市民体育館  

-------------------------------------講習会風景----------------------------------- 

 

 

 

 

 

■オンライン de健康体操≪参加費無料≫ 
 

今なお制限される生活が続いている中、運動不足になったり、ストレスを溜めてしまっ
たりしていませんか？今、ウィルスに対する不安や恐れ、行動を制限されること等による
“コロナ疲れ”が課題となっています。そんな課題を少しでも解消するために「オンライン
de 健康体操」を行います。全国どこからでも気軽に参加できますので、是非、お試しくだ
さい♪  
【内容】 
Part ①「畳１畳分のスペースでできる！かんたんリズム運動」 約 15 分 
      自宅でもどこでも手軽にできる有酸素運動のメニューを紹介します♪  
Part ②「コロナに負けない！ “貯筋”トレーニング」 約 20 分 

今こそ“強化したい”筋肉に対して、椅子を使ったトレーニングを中心に紹介 
します♪  

Part ③「リラックスストレッチ」 約 15 分 
       コロナ禍で凝り固まった筋肉を伸ばす方法を紹介します♪  
＜参加方法＞※動画配信（オンデマンド配信）にて行います。 
①京都府レクリエーション協会へ、Email でお申し込みください。 
➁京都府レクリエーション協会より、お申し込みいただいた際のメールアドレスに動画 
情報をお知らせします。 
➂配信期間内に動画を視聴し、ご参加ください。 

※ 配信期間内であれば、いつでも、何度でも、視聴が可能です！ 
※ 使い慣れたご自身のパソコン・タブレット・スマートフォンで視聴できます。 
                                          

日本ボーイスカウト京都連盟 
京都市南区東九条下殿田町 70 

京都府民総合交流プラザ 3F 
TEL 075-662-8801 
FAX 075-662-8803 
メール jimu@kyoto-bs.jp 

 

 

 
    

Scouting Never Stops! 

■各団では、マスク着用、消毒、３密回避等感染症対策を実行して班や隊の集会を少人数で行うと

ともに、文部科学省委託事業「ワクワク自然体験あそび」を地域の子どもたちとともに体温測定など

のコロナ対策に留意して２８事業を実施します。また、宿泊を伴わない研修事業は実施し、宿泊を伴

う研修会やキャンプは１人１テント泊で実施しています。 
 
■１２月迄の事業：ボースカウト講習会２回、ウッドバッジ研修所課程別研修、スカウトソング研修会、 

セーフ・フロム・ハーム推進フォーラム、韓国国際デジタルジャンボリー、世界と繋がる JOTI-JOT 

森林愛護章講習会、わら工章講習会は各１回、ワクワク自然体験あそびを１８回行いしました。 
 
■１月以降の事業：ボースカウト講習会、コミッショナー全体研究集会、トレーニングチーム研究会、 

薬事章講習会は各１回、ワクワク自然体験あそびを１０回計画しています。 

コロナ禍の中、各団体の活動が延期や中止となる中、活動に工夫を凝らしての実施をされています。 
―活動に関わる会員や活動に参加された方の声をお伝えします。― 

      2020冬号  明るい家庭づくり運動 毎月第 4土曜日は「家庭の日」         令和 2年 12月（8）  

チラシはこちらから 

一般社団法人ガールスカウト京都府連盟  
●新型コロナの影響は、大人が考えている以上に子どもたちに影響を与えたようです。 
なんとなく不安な気持ちを持っていたり、やろうと思うけどできないとか怒りたくなっ
たりとか、休校中にはあったようです。学校が始まり落ち着いてきているようです。  
●外で活動したいという気持ちが強いようで、外での活動では参加希望者が多い
です。  
●人との交流や自然の中で活動することで、精神面が安定してくる様子がわかりま
した。 

京都府更生保護女性連盟  
●コロナにより活動や行事が本当に必要なものなのかどうか見直しの必要がある
のではとの声を受け止めて原点に返って考えたい。 

京都府保護司会連合会  
●今年は「第 70 回社会を明るくする運動」でしたが、計画していた大きな行事はす
べて中止となりましたが、府内各地区において非接触型広報(ポスター掲出・ケーブ
ルテレビ・ＦＭ・オンライン研修会等)が展開されたことに、各会員は新しい試みに手
応えを感じました。 
 

京都府レクリエーション協会  
●毎年楽しみにしていたイベントが中止になって、とても残念です。（イベント参加保護者）  
●当面は、感染予防に取り組みながら少しずつ活動するのがよいと思います。（会員）  
●三密を避けてできる新しい活動を考える必要があると思います。（会員） 
 

http://www.kyoto-rec.net/
mailto:info@kyoto-rec.net
https://www.scout.or.jp/kyoto/
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html
file://///landisk/all/hp2301/seisyoweb2/02/wakamono%202020fuyu-s.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      2020冬号    地域の子どもは地域で守り育てよう             令和 2年 12月（9）   

 

開催しました。
（主催／京都府青少年育成協会・京都府ＰＴＡ協議会・京都市ＰＴＡ連絡協議会・国立青少年教育振興機構）
構）  

◇開催日 令和 2 年 9 月 27 日（日） ◇会  場 本願寺聞法会館「多目的ホール」 

府内の中学校及び特別支援学校中等部23校から1586編の作文の応募がありました。 審査委員による事前審査により、入選17編（発表者）及び佳作

20編を選出しました。 

大会は、日本ボーイスカウト京都連盟の田中哲郎さん（中学2年生）、ガールスカウト京都府連盟の髙橋つむぎさん（中学3年生）の司会により進行しました。

主張発表者の堂々とした姿に会場の聴衆者は大きな感動を味わいました。審査の結果、京都府知事賞には「二つの祖国の間で考える」をテーマに主張

した、京田辺市立培良中学校2 年の白岩 璃奈さんが選ばれました。 

白岩さんの主張は、11 月に開催された全国大会（Web 大会）（主催：独立行政法人国立青少年振興機構）に京都府代表 

として推薦し、努力賞を受賞されました。 → 大会の模様を You Tubeに up しています。 
  

第 24回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」 

入賞等作品展示  スタート!! 

「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」は、小学生の目から見た家族や家庭内での微笑ましいふれあいを絵に描くことや

それを鑑賞することを通して明るい家庭づくりへの気運を高めていこうと平成 7 年度から実施しています。本年度は 49 校

483 点の心温まる作品の応募をいただきました。 

その中から審査の結果、京都府知事賞に萩田廉平さん（木津川市立城山台小学校 3 年）他入賞 22 名と佳作 35 名が選ばれ、

来る 1 月 6 日（水）～8 日（金）京都府庁 2 号館をはじめ府内17か所において入賞作品の展示を行います。      

 *絵画展の入賞等作品はこちら→ 入賞作品  
 

1 京都府庁会場 
京都府庁 2号館 1F展示ケース 

（1月 6日（水）10時～8日（金）16時） 
2京都市会場 
京都市中京区役所 区民交流スペース 

（1月 12日（火）13時～14日（木）15時） 
3精華町会場 
精華町役場 2F 交流スペース 

（1月 18日（月）13時～22日（金）12時） 
4宇治田原町会場（火曜日休館） 
宇治田原町総合文化センター ロビー 

（1月 23日（土）9時～28日（木）12時） 
5京田辺市会場（月曜日は休館） 
京田辺市立中央公民館 

（1月 29日（金）9時～2月 5日（金）12時） 
6亀岡市会場（京都府青少年すこやかフォーラム） 
亀岡市役所 1Fエントランスホール 

（2月 7日（日）9時～16時） 
7南丹市会場（土曜日・日曜日は、ギャラリーのみ閉鎖） 
南丹市八木市民センター 1Fコミュニティギャラリー 

（2月 12日（金）9時～17日（水）12時） 
8綾部市会場 
あやべ・日東精工アリーナ（綾部市市民センター）1Fエントランスホール 

（2月 18日（木）9時～24日（水）12時） 
9福知山会場（月曜日は休館） 
福知山市立図書館中央館 2Fティーンズコーナー横 

（2月 25日（木）9時～3月 3日（水）12時） 

10舞鶴市会場（土曜日・日曜日は閉庁） 
舞鶴市役所 1市民ホール 

（3月 4日（木）9時～12日（金）12時） 
11宇治市会場（共催／宇治市教育委員会） 
宇治市役所 1F市民交流ロビー 

（3月 16日（火）13時～19日（金）12時） 
12南山城村会場 
南山城村文化会館 やまなみホール 

（3月 20日（土・祝）9時～26日（金）12時） 
13久御山町会場 
久御山町役場 玄関ホール 

（3月 29日（月）12時～4月 2日（金）12時） 
14乙訓会場 
京都府乙訓総合庁舎 玄関ホール 

（4月 5日（月）9時～9日（金）12時） 
15与謝野町会場 
与謝野町生涯学習センター 知遊館 

（4月 20日（火）13時～25日（日）17時） 
16宮津市会場① 
宮津阪急ビル（ミップル）浜町ギャラリー 

（4月 27日（火）13時～30日（金）12時） 
17宮津市会場➁ 
京都府立青少年海洋センター（マリーンピア） 

（5月 1日（土）9時～6日（木）12時） 
18木津川市会場（土曜日・日曜日は閉庁） 
木津川市役所 1F住民活動スペース 

（5月 7日（金）9時～13日（木）12時 *★佳作は、お住まいの市町村の会場のみに展示します。但し、京都府庁会場は入賞者のみの展示です。 

（注:城陽市立の佳作は久御山町会場に展示します。） 

・・・・京都府青少年育成協会 活動報告・・・・ 

  
 

宇治・城陽・久御山青少年健全育成連絡協議会（会長 西村 裕 （久御山町青少年健全育成協議会会長））から令和 2 年 7 月 3 日

（金）、京都府青少年育成協会会長あてに「新型コロナウイルス感染症が青少年の健全育成に及ぼす影響の回避について、緊急メッセー

ジが提出されました。それを踏まえ府内の青少年育成市町村民会議等に対し、新型コロナウイルス感染症に伴う青少年（児童・生徒）へ

の影響や市町村民会議等の活動状況について、緊急アンケート調査を実施するとともに、その結果を踏まえて「緊急メッセージ」を令和

2 年 9 月 4 日（金）、京都府の西脇知事、京都府教育委員会の橋本教育長へ届け、育成協会の今後の活動展開への一層のお力添えを

お願いしました。        

「新型コロナウイルス感染症が青少年の健全育成に及ぼす影響の回避について」緊急メッセージ 

「緊急メッセージ」は、こちら 

http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=xKk4nRcmCKA&feature=youtu.be
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
file://///LANDISK/all/hp2301/seisyoweb2/02/24kaigaten.html
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf
http://kyoto-seishonen.or.jp/r2/pdf/chiji-m-02（.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子でカヌー体験≪7 月 23 日・8 月 22 日実施≫ 

親子で野外炊事体験 ≪9 月 23 日実施≫ 

■問合せ先 京都府立青少年海洋センター（マリーンピア）  

住所 宮津市字田井 382 電話 0772-22-0501 Fax 0772-22-0503   URL http://marinpia.jp/    

詳しくは、            フェイスブックへ 

カレー作りやアスレチック、栗拾いなどを体験 

自然散策・フィールドアスレチック体験 
と野外炊事 

子供たちの心身の健全な発達のための 

子供の自然体験活動推進事業 報告 
〈文部科学省委託事業〉 

≪10 月 3 日・4 日・25 日実施／日帰り≫ 

本年度は、新型コロナウイルス感染症予防対策により、宿泊を伴う事業は中止しましたが、緊急事態宣言後は、
日帰り事業を実施しました。 

いざ★カヌーで大海原へ!!自然を満喫。 

薪を使った野外炊事やアスレチックを家族で 
    enjoy💛 

      2020冬号    青少年をあたたかく見守る地域社会づくり         令和 2年 12月（10）   
京都府立青少年海洋センター 

～潮騒の聞こえる宿泊研修施設～ 

青少年団体から一般団体・各種サークル等の利用可能な宿泊施設（日帰り可能） 

体育館・研修室・講堂・アスレチック・ボルダリング場・トレーニング場など。＊レスリングマットもあります。 

★ご家族での利用も可能です。事前にお問い合わせください。但し、宿泊は 10 名様以上が対象です。 

活 動 報 告 

http://marinpia.jp/
http://marinpia.jp/
https://www.facebook.com/%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%83%94%E3%82%A2%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E7%AB%8B%E9%9D%92%E5%B0%91%E5%B9%B4%E6%B5%B7%E6%B4%8B%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC-601544596671594/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-相談窓口一覧- 

気になることはありませんか? 
 

●京都府新型コロナウイルス感染症専用相談窓口 
受付時間:24 時間（土日祝含む） TEL:075-414-4726      
 

●こころの健康に関する相談 
こころの相談電話（京都府在住者） 電話相談 TEL:075-645-5155   
    

●ネットで悩んだり、困った時 
青少年のネットトラブル相談窓口（月～金 9:00～17:00） 

「相談してネット」電話相談 TEL:075-605-7830 

メール相談 seisho.net@pref.kyoto.lg.jp 
 

●いじめで悩んだり、困った時 
ふれあい・すこやかテレフォン （24 時間電話相談） 

「京都府総合教育センター」 TEL:075-612-3268・3301 

「北部研修所」 TEL:0773-43-0390 
 

●ひきこもりで悩んだり・困った時 
ひきこもりの青少年の社会的自立を支援します（脱ひきこもり支援センター） 

「チーム絆」 TEL:075-531-5255 

京都府ひきこもり支援情報ポータルサイト http://kyoto-hikikomori-net.jp/ 
 

●総合相談 
「京都府家庭支援総合センター」 TEL:075-531-9600 

「京都府南部家庭支援センター」 （宇治児童相談所）TEL:0774-44-3340 （京田辺支所）TEL:0774-68-5520 

「京都府北部家庭支援センター」 TEL:0773-20-1051 

みんなの人権・子ども人権 110 番  

TEL:075-231-0131（代表）月曜〜金曜（祝祭日・年末年始を除く）8 時 30 分〜17 時 15 分 
 

●非行問題など―非行問題や少年の犯罪被害等に関すること― 
「ヤングテレホン/24 時間受付・年中無休」 TEL:075-551-7500  

/少年サポートセンター（京都府警察本部少年課） 
 

●薬物問題で悩んだり・困った時 
「きょうと～薬物をやめたい人の～ホットライン」 TEL:075-644-7184 

ヤングテレホン 
（京都府警ＨＰ） 

公益社団法人 京都府青少年育成協会は、 
 

昭和 42 年に当時の府政の基本的な方針に沿って、京都府青少年育成協会の前身、「青少年育成京都府民会議」を結成

し、青少年育成府民運動を進めることとなりました。（平成 25 年 4 月 1 日付で、公益社団法人に移行） 

平成 29 年 9 月、協会創立 50 周年を記念して制定しました、青少年健全育成府民運動スローガン「気づいてる? あな

たのまわりの あたたかさ」のもと、「明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年」を合言葉に青少年をあたたかく見

守り、その健やかな成長を支援する健全な社会づくりを推進するため、官民一体となった青少年健全育成府民運動の活動

を展開しています。 

 また、京都府立青少年海洋センター（京都府）及び宮津市 B＆G 海洋センター（宮津市）の各施設について、管理・運営の

指定を受けています。 
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正会員・賛助会員の募集 （入会の御案内）   青少年の健全育成に、是非とも、あなたのお力をお寄せください。 

≪正会員≫青少年活動を支援し、推進していただける団体・個人の方（総会への参加を通じて、事業計画の決定に参加していただきます。） 

■年会費 （団体）年額 3,000 円（個人）年額 2,000 円 

≪賛助会員≫青少年育成活動に感心があり、資金面で支援していただける団体（企業）・個人の方 
■年会費 （団体・企業・個人）年額 2,000 円 1 口以上 

【入会方法】 （公社）京都府青少年育成協会まで御連絡ください。 

          TEL075-417-0602 FAX075-417-0603 e-mail kpyda@cello.ocn.ne.jp 
【会員の特典】 ■協会広報誌「わかもの京都」の送付 ■「少年の主張京都府大会」「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」の作品集の送付  

■「京都府青少年すこやかフォーラム」の開催案内をはじめ、青少年に関する情報の提供（随時） 

seisho.net@pref.kyoto.lg.jp
tel:0773-43-0390
http://kyoto-hikikomori-net.jp/
tel:075-551-7500

